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一　

資
料
収
集
と
保
存

二　

研
究
に
つ
い
て

三　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
教
育
に
役
立
て
る
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上
智
大
学
に
お
け
る
資
料
保
存
と
研
究
・
教
育
で
の
活
用

ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ　

た
だ
い
ま
、
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
上
智
大
学
国
際
教
養
学
部
の
ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
南
山
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
講
演
会
に

お
招
き
い
た
だ
き

光
栄
で
す
。
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
設
け
て
い
た

だ
き
永
井
先
生
並

び
に
村
上
さ
ん
と

関
係
者
の
皆
様
に

は
心
か
ら
感
謝
申

スライド1

上智⼤学における資料保存
と

研究・教育での活⽤

南山アーカイブズ講演会、2018年11月21日
ベティーナ・グラムリヒ＝オカ（上智大学国際教養学部教授)

堅田智子（上智大学文学部特別研究員)

1

スライド2

大学資料を使用する教育の可能性ー

デジタル・ヒューマニティーズを活用
して

2

スライド3

I. 資料収集と保存

一例、ARSI

II. 研究テーマと方法

近世儒者のネットワーク

III. 教育

授業に活用するデジタル・ヒューマニティーズ

3



38

し
上
げ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
ス
ラ
イ
ド
1
参
照
）

本
日
ご
紹
介
す
る
の
は
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
最
初
の
パ
ー
ト
は
、
現
在
の
上
智
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け

る
活
動
、
そ
の
後
、
堅
田
さ
ん
が
そ
の
続
き
を
も
う
少
し
具
体
的
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。（
ス
ラ
イ
ド
2
参
照
）

私
の
テ
ー
マ
は
、
ご
覧
の
よ
う
な
大
学
資
料
が
ど
の
よ
う
に
教
育
の
場
で
使
え
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
の
紹
介
で
す
。

三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
ま
す
。（
ス
ラ
イ
ド
3
参
照
） 

最
初
は
資
料
収
集
と
保
存
。そ
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
活
躍
に
つ
い
て
紹
介
を
し
、

最
後
に
教
育
の
場
に
お
い
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
自
分
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
、
報
告
し
ま
す
。

一　

資
料
収
集
と
保
存　
（
ス
ラ
イ
ド
4
参
照
）

最
初
は
、
第
一
の
テ
ー
マ
、
資
料
収
集
と
保
存
に
つ
い
て
な
の
で
す
が
、
今
ロ
ー
マ
に
あ
る

イ
エ
ズ
ス
会
総
本
部
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズA

R
SI

と
い
う
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
に
よ
る
本
学

の
創
設
経
緯
や
創
設
前
後
の
日
本
で
の
活
躍
記
録
、
書
簡
が
多
く
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
にA

R
SI

所
蔵
資
料
の
資
料
調
査
、収
集
な
ら
び
に
目
録
化
を
中
心
に
行
い
、将
来
的
に「
上

智
大
学
史
資
料
集
」
の
続
編
や
、「
上
智
大
学
史
」
等
刊
行
物
へ
の
活
用
に
つ
な
げ
る
予
定
で
す
。

そ
れ
が
で
き
る
ま
で
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
し
た
。

去
年
の
暮
れ
か
ら
の
活
動
な
の
で
す
が
、
最
初
はA

R
SI

、
ロ
ー
マ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
あ

る
資
料
群
の
調
査
、
外
部
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
契
約
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
す
る
か
を
決
め
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
資
料
収
集
と
目
録
作
成
に
つ
い
て
の
仕
事
が

スライド4

I. 資料収集と保存

資料

ローマにあるイエズス会総本部のアーカイブズ（Archivum
Romanum Societatis Iesu 以下、ARSI）には、イエズス会神
父による本学の創設経緯や創設前後の日本での活動記録
（書簡）が多く保管されている。

そのためにＡＲＳＩ所蔵資料の資料調査・収集ならびに目録
化を中心に行ない、将来的に『上智大学史資料集』の続編
や『上智大学史』等刊行物への活用につなげる。

ARSI

資料群調査

ARSI

資料群調査
合意書締結合意書締結

資料収集（資
料点数・言語

調査）

資料収集（資
料点数・言語

調査）
目録作成目録作成

4I． 資料収集と保存： 一例、ARSI
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行
わ
れ
ま
し
た
。（
ス
ラ
イ
ド
5
参
照
）

ま
ずA

R
SI

の
資
料
群
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
上
智
大
学
の
神
父
さ
ん
の
住
居
を
Ｓ
Ｊ
ハ

ウ
ス
と
い
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
も
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
現
在

の
担
当
者
の
神
父
さ
ん
が
、
三
年
前
か
ら
私
と
一
緒
に
大
学
関
係
の
資
料
の
み
を
大
学
の
史
資

料
室
に
移
管
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
ロ
ー
マ
のA

R
SI

所
蔵
資
料
群
で
あ
る
ヤ
ポ
ニ
ア

（Japonia

）
の
写
し
も
入
っ
て
い
た
た
め
、
ま
ず
今
ま
で
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
資
料
がA

R
SI

か

ら
上
智
大
学
に
移
管
さ
れ
た
か
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
つ
の
手
紙
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ペ　

イ
エ
ズ
ス
会
総
長
か
ら
上
智
大
学
の
テ
オ
ド
ー
ル
・
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
神
父
へ
の
手
紙
で
あ
り
、

一
九
一
三
年
か
ら
一
九
三
五
年
の
上
智
大
学
に
関
係
す
る
資
料
提
供
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

ま
す
。（
ス
ラ
イ
ド
6
参
照
）

ロ
ー
マ
に
存
在
し
た
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
の
大
学
関
係
の
資
料
の
コ
ピ
ー

が
全
部
上
智
大
学
に
あ
る
は
ず
だ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
第
二
段
の
ス
テ
ッ
プ
の
教
職
員
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
再
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
結
果
的
に
は
全
部
で
は
な
く
て

一
部
だ
け
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
抜
け
て
い
る
番
号
の
資
料
の
コ
ピ
ー
を

今
年
の
春
にA

R
SI

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。（
ス
ラ
イ
ド
7
参
照
）

そ
の
結
果A

R
SI

か
ら
今
ま
で
な
か
っ
た
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
〇
〇
〇
点
以
上
の
資
料
が
電
子
デ
ー
タ
で
ロ
ー
マ
か
ら
上
智
大
学
に
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

スライド5

SJハウスアーカイブズからARSI
所蔵資料群［Japonia］の写しが
含まれている。

『上智大学史資料集』制作のた
めに収集された。

 ARSI資料群調査

１）史資料室所蔵調査

5I． 資料収集と保存： 一例、ARSI

スライド6

1980年
アルペ総長からゲッペルト
SJ宛に届いた資料提供の
許可に関する書簡
（上智大学史資料室蔵）

6I． 資料収集と保存： 一例、ARSI
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多
く
の
の
執
筆
は
、
ロ
ー
マ
と
上
智
大
学
の
神
父
さ
ん

た
ち
間
の
手
紙
が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
主
な
言
語
は

ラ
テ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ま
れ
に
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
は
ラ

テ
ン
語
で
し
た
。
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
資
料
が
た

く
さ
ん
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
は
我
々
学
者
、
研

究
者
た
ち
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

通
常
上
智
大
学
や
東
京
に
い
る
神
父
さ
ん
か
ら
ロ

ー
マ
の
総
本
庁
の
方
に
手
紙
を
送
っ
た
場
合
は
、
誰
か

が
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
記
録
と
し
て
置
い
て
お
く
か
、

原
文
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
た
よ
う
で
す
が
、
ロ
ー
マ
で

は
受
け
取
っ
た
書
物
に
ヤ
ポ
ニ
ア
の
番
号
を
付
け
て

保
管
し
て
あ
り
ま
し
た
。
資
料
を
見
る
と
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
で
は
な
く
手
書
き
が
多
い
の
で
す
。
ラ
テ
ン
語
や

ド
イ
ツ
語
が
多
く
て
、
読
む
に
は
少
し
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。（
ス
ラ
イ
ド
8
参
照
）

全
部
で
三
〇
〇
〇
点
な
の
で
、
ま
だ
全
部
は
見
き
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
二
つ
の
例
を
ご
紹
介
し
た
い

スライド7

上智大学史資料室が所蔵しているARSI資料群を調査した結果：

7

資料番号 年代 史資料室所蔵状況

Jap.1001 1938年～1910年 あり

Jap.1002 1910年～1913年 あり

Jap. 1003 1916年～1930年（推定） 一部あり

Jap.1004 年代不明 一部あり

Jap.1005 年代不明 一部あり

 ARSI 資料群調査

2）ARSI資料構造調査

I． 資料収集と保存： 一例、ARSI

スライド8

資料番号 枝番 年代 点数 主な差出人

Jap.1003 Ⅰ～ⅩⅧ 1914年～1924年 1190 ホフマン、ダールマン、ゲッテルマ
ン、ブシェー等

Jap.1004 Ⅰ～ⅩⅢ 1925年～1930年 805 ホフマン、ダールマン、ホイヴェル
ス、ロス、キューエンブルグ等

Jap.1005 Ⅰ～Ⅷ 1931年～1398年 939 キューエンブルグ、クラウス、ラ
サール、ビター等

Jap.1401 Ⅰ～Ⅲ 1929年～1930年 207 ※差出人がベアの資料群

 ARSI 資料群調査

3）資料収集（資料点数・言語調査）

8

3,000点以上の資料（書簡）の電子データ（Jpeg）版を収集。
執筆言語は主にラテン語、ドイツ語で、ほかにも英語、フランス語等。

I． 資料収集と保存： 一例、ARSI

スライド9

参考：収集したARSI資料の一部 （資料番号： Jap. 1005 ‐ Ⅳ‐ 22）

9

留学について：書簡（1934年11月３日）

I． 資料収集と保存： 一例、ARSI

スライド10

参考：収集したARSI資料の一部 （資料番号：Jap. 1005 – VIII ‐ 5）

10I． 資料収集と保存： 一例、ARSI

キリシタン文庫の目録の出版費について
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と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
一
九
三
四
年
の
手
紙
で
、
上
智
大
学
の
神
父
さ
ん
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
大
学
の
学
長
へ
留
学
を

頼
む
手
紙
で
す
。
こ
の
手
紙
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
い
つ
か
ら
留
学
が
始
ま
っ
た
と
か
、
上
智
大
学
が
卒
業
生
を
ど
う
の
よ
う
に
し
て

postgraduate
と
し
て
海
外
で
受
け
入
れ
る
大
学
を
見
つ
け
た
の
か
が
、
少
し
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
手
紙
は
学
長
に
学
部
卒
業
生
を

一
年
間
の
奨
学
金
付
き
で
勉
強
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
手
紙
で
す
。
こ
こ
か
ら
交
換
留
学
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。（
ス
ラ

イ
ド
9
参
照
） 

も
う
一
つ
紹
介
し
た
い
例
は
本
部
に
送
る
手
紙
で
ド
イ
ツ
語
で
す
。
ラ
ウ
レ
ス
神
父
さ
ん
は
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
の
創
立
者
の
神
父
さ

ん
で
す
。
一
九
三
八
年
一
月
に
彼
が
本
部
に
送
っ
た
手
紙
な
の
で
す
が
、
将
来
大
き
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫

の
目
録
を
出
版
す
る
た
め
の
助
成
金
の
お
願
い
で
し
た
。
そ
の
時
代
日
本
は
ア
ジ
ア
地
域
で
す
で
に
戦
争
を
始
め
て
い
た
の
で
、
他

の
国
の
教
会
に
頼
め
ず
、
ロ
ー
マ
に
お
願
い
し
た
の
で
す
。（
ス
ラ
イ
ド
10
参
照
） 

ロ
ー
マ
が

助
成
金
を
出
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
『K

irishitan B
unko: A

 M
anual of 

B
ooks and D

ocum
ents on the Early C

hristian M
ission in Japan

』
は
そ
の
二
年
後
に
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
一
九
四
〇
年
。
あ
ま
り
に
も
評
判
が
良
く
て
、
再
版
は
四
回
行
っ
て
お
り
、
戦
争

中
三
回
、
戦
後
に
も
う
一
度
再
版
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
行
け
ば
、
そ
の
目
録
をeB

ook

と
し
て
は
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
取

り
の
手
紙
が
多
く
資
料
群
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
研
究
者
に
と
っ
て
は
政
治
的
な

問
題
や
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
こ
と
な
ど
を
、
大
学
に
お
い
て
も
研
究
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。（
ス
ラ
イ
ド
11
参
照
）

そ
の
後
全
部
の
資
料
を
使
い
、
目
録
を
制
作
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｊ
ハ
ウ
ス
の
神
父
さ
ん
た
ち
の

スライド11

Johannes Laures. Kirishitan Bunko: A Manual of Books and Documents on
the Early Christian Mission in Japan. Monumenta Nipponica Monograph
(Sophia University Press, 1940).

11

http://digital‐archives.sophia.ac.jp/laures‐kirishitan‐bunko/category/kirishitan_bunko/01

I． 資料収集と保存： 一例、ARSI
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ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を

基
に
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
言
語
で
検

索
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。（
ス

ラ
イ
ド
12
–
13
参

照
） こ

の
活
動
は
今

後
上
智
学
院
の
イ

エ
ズ
ス
会
教
育
推

進
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。A

R
SI

へ
は
現
地
調
査
を
二
月
中
に
実
施
し
、
先
生
三
人
で
現
地
に
行

く
予
定
で
す
。（
ス
ラ
イ
ド
14
参
照
）

二　

研
究
に
つ
い
て　
（
ス
ラ
イ
ド
15
参
照
）

私
の
研
究
の
中
心
は
江
戸
時
代
の
社
会
・
文
化
・
思
想
・
医
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
経
済
思
想
で
す
。
数
年
前
か
ら
は
江
戸
時
代
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
医
学
誌
や
思
想
史
な
ど
本
当
に
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
す
る
研
究
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
江
戸
時
代
は
記
録
や
手
紙
が
と
て
も
多
く
、
思
想
家
、
学
者
は
手
紙
な
ど
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
成
さ

スライド12

 4）目録作成

書簡という性質に加え、電子資料であることから、史資料室が扱って
いる通常の資料目録に☆印の3項目を追加し、目録を作成した。作成
にはドイツ語と英語による書簡の解読が可能な大学院生のアルバイ
トが担当し、3,399点全ての表題目録の入力が完成した。

①Jpeg No.（画像データ番号）☆

②資料番号

③原典

④年月日

⑤手紙を書いた場所☆

⑥差出人

⑦受取人

⑧形態

⑨数量（書簡の画像点数）

⑩手紙の言語☆

⑪概要／備考

12I． 資料収集と保存： 一例、ARSI

スライド13

 4）目録作成

13I． 資料収集と保存： 一例、ARSI

スライド14

 ARSI 資料群調査
５） 今後の課題と進み方

イエズス会教育推進センター（研究部門）の業務として継続

・ARSIへの現地調査を実施

・書簡1点ずつ内容を確認し、詳細目録を作成する。

・中高を含めた上智大学院法人としての資料収集を行う。

14I． 資料収集と保存： 一例、ARSI
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れ
て
い
ま
し
た
。
今
の
時
代
の
学
生
た
ち
の
間
で
はSN

S

と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し

ま
す
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
社
会
の
構
成
要
素
と
し
て
の
「
集
団
」
に
着
目
し
、
そ
の
実
態

を
と
ら
え
る
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
通
常
人
名
辞
典
を
開
く
と
一
人

の
人
物
に
つ
い
て
生
年
月
日
、
誰
々
の
と
こ
ろ
で
勉
強
し
た
と
か
、
た
ま
に
友
だ
ち
関
係
も
書

い
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
の
興
味
は
「
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
勉
強
し
て
い
た
」
と
か
「
い
つ

か
ら
い
つ
ま
で
友
だ
ち
だ
っ
た
」
と
い
う
部
分
な
の
で
す
。
私
た
ち
自
身
も
友
だ
ち
や
知
り
合

い
は
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
深
い
関
係
と
浅
い
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
は
時
間
と
場
所
も
大
切
な

の
で
す
。
歴
史
家
と
し
て
は
時
空
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
ス
ラ

イ
ド
16
参
照
）

特
にprosopography

（
集
団
履
歴
調
査
）
に
私
は
力
を
い
れ
て
お
り
単
な
る
個
人
で
は
な
く
、

家
族
、
仕
事
、
あ
る
い
は
趣
味
と
い
っ
た
つ
な
が
り
の
な
か
で
の
個
人
を
考
察
し
て
い
く
こ
と

に
焦
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
あ
る
人
物
が
行
動
す
る
時
代
的
・
場
所
的
背
景
、
ま
た
そ
の
人
物

が
社
会
的
に
は
た
す
役
割
を
重
視
し
て
い
る
の
で
す
。

具
体
的
な
研
究
で
す
が
、
私
は
近
世
日
本
の
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
で
、
頼
春
水
に
と

て
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
頼
春
水
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
頼

山
陽
は
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
に
は
『
日
本
外
史
』
を
書
い
た
人
物
だ

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
春
水
は
漢
詩
と
か
漢
学
で
有
名
に
な
っ
た
人
物
の
お
父
さ
ん
で

す
。（
ス
ラ
イ
ド
17
参
照
）

スライド15

II．ネットワーク研究と分析：

日本の人名データベース

本研究プロジェクトでは、長期的には同様の研究手法を用
いて、近世日本以外にも異なる時代や地域を対象とした研
究を進めていく予定である。

本プロジェクトの一部をなす「近世日本の知的ネットワー
クの研究」では、江戸後期の儒者頼春水のグループを含め、
さまざまな集団に焦点を当てるとともに、ネットワークに
かかわった人々の書きものを幅広く取り上げ、総合的な分
析を加えていく。

＝＞近世儒者のネットワーク

15
II. 研究テーマと方法

スライド16

集団履歴調査（プロソポグラフィー）やネットワー
ク分析（Social Network Analysis）の手法を検討

近世日本の人物についての伝記や、関係を取り扱う
データベースを構築

情報検索と可視化用のウェブアプリケーションを作
成中

 日本の人名データベースの目的

16
II. 研究テーマと方法
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頼
春
水
は
学
者
で
、
彼
は
三
五
年
間
日
記
を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
面
白
い
情
報
は
実
は
頼

山
陽
の
お
母
さ
ん
、
し
ず
、
が
書
い
た
五
五
年
間
に
わ
た
る
日
記
の
ほ
う
で
す
。
頼
家
は
日
記

以
外
の
記
録
も
多
く
、
特
に
手
紙
も
沢
山
残
っ
て
お
り
、
資
料
に
は
本
当
に
困
ら
な
い
わ
け
で

す
。そ

の
頼
春
水
は
安
芸
の
国
（
広
島
）
の
竹
原
の
紺
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
最
初
は
百
姓

の
身
分
で
し
た
。
七
歳
下
の
弟
は
頼
春
風
。
一
〇
歳
下
の
弟
は
頼
杏
坪
。
江
戸
後
期
で
は
有
名

な
三
人
兄
弟
で
し
た
。
春
水
は
二
〇
歳
の
と
き
に
大
阪
に
行
か
な
い
と
自
分
の
勉
強
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
覚
悟
で
、
広
島
か
ら
大
阪
に
移
っ
て
の
ち
に
塾
を
開
き
ま
し
た
。

塾
の
評
判
が
良
く
一
七
八
一
年
に
広
島
藩
主
か
ら
「
藩
校
で
先
生
に
な
ら
な
い
か
」
と
招
聘

さ
れ
ま
し
た
。
春
水
は
迷
い
ま
し
た
。
自
分
の
塾
だ
と
身
分
は
百
姓
の
ま
ま
で
す
が
、
収
入
が

多
く
割
と
自
由
な
生
活
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
藩
校
に
入
る
と
藩
士
に
な
れ
ま
す
が
手
紙
を
見
る
と
収
入
は
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
藩

主
の
た
め
に
働
く
と
収
入
は
減
る
う
え
自
由
も
失
い
ま
す
。
彼
の
悩
み
が
日
記
か
ら
本
当
に
良
く
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
温
泉
に
行
き

た
い
場
合
で
も
、
出
張
に
行
き
た
い
場
合
も
、
申
請
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
戻
っ
た
と
き
は
報
告
書
も
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
決
し
て
自
由
で
は
な
い
の
で
す
が
、
春
水
は
結
局
藩
士
に
な
り
ま
し
た
。

スライド17

第一歩は、儒学者頼春水を取り巻くネット
ワークに着目

頼春水の日記や書簡など、史料上で確認で
きる人名のデータベースを作成

データ管理システムはPostgreSQL v9

 日本の人名データベースの目的（続き）

17
II. 研究テーマと方法
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三　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
教
育
に
役
立
て
る

で
は
私
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
教
育
に
役
立
て
た
い
の
か
を
少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
ア
ナ
リ
シ
ス
（SN

A

）
の
手
法
を
使
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開

し
て
い
ま
す
。
手
紙
な
ど
を
通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
す
る
と
き
に
一
番
大
切
な
の
は
、
人
物
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
て
「
イ
ベ

ン
ト
」
を
入
れ
る
こ
と
で
す
。
誰
が
ど
こ
で
誰
に
会
っ
た
か
の
か
。
あ
る
い
は
誰
が
い
つ
、
誰
に
手
紙
を
出
し
た
の
か
。
そ
れ
ら
を
利

用
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
お
こ
な
い
ま
す
。
そ
う
い
う
情
報
が
な
い
と
個
々
の
人
物
情
報
は
あ
り
ま
す
が
、
つ
な
が
り
は
な
い
の

で
す
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
い
ろ
い
ろ
な
カ
テ
ゴ
リ
を
考
え
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
今
検
索
し
て
い
る
の
は
、
手
紙
、
書

簡
の
場
合
で
真
ん
中
の
左
に
集
中
し
て
い
る
人
物
が
頼
春
水
で
、
私
の
メ
イ
ン
の
人
物
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
フ
ィ
ル
タ
ー
も
か
け
る

こ
と
も
で
き
例
え
ば
性
別
、
職
業
あ
る
い
は
身
分
と
か
親
戚
と
か
で
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
の
例
は
、
頼
春
水
の
弟
の
春
風
の
手
紙
交
換
で
す
。
春
風
は
真
ん
中
に
い
て
、
学

者
、
文
学
者
な
ど
付
属
の
グ
ル
ー
プ
を
選
択
し
て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
ス
ラ
イ
ド

18
参
照
）

今
お
見
せ
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
親
族
関
係
で
す
。
普
通
の
家
系
図
は
世
代
ご
と
に

下
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
多
く
の
家
族
は
養
子
も
い
る
し
、
奥
さ
ん
も
複
数
い
る
の
で
複
雑

な
の
で
す
。
普
通
の
二
次
元
で
は
表
現
し
に
く
い
も
の
で
も
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

スライド18

書簡

18
II. 研究テーマと方法
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で
あ
れ
ば
表
現
可

能
で
す
。
ま
た
こ

の
図
の
一
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
行
く
と

更
に
い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
出
て
き
ま

す
。
時
間
が
あ
っ

た
ら
、
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。デ

ー
タ
ベ
ー
ス

は
日
本
語
と
英
語

の
両
方
が
あ
る
の

で
す
が
、
人
物
は

ほ
と
ん
ど
日
本
人

で
す
。
ま
だ
情
報

を
入
れ
続
け
て

お
り
、
現
在
は

スライド19

頼春風：手紙交換、職業

19
II. 研究テーマと方法

スライド20

親族関係

20
II. 研究テーマと方法

スライド21

近世日本の政治が具体的にどう動いていたのかを
理解するために、ネットワーク的アプローチは有
用

ウェブアプリケーション及びネットワーク可視化
ツールの運用によって、この目標に近付く

ネットワーク可視化用のコンポーネント以外にも、
地理情報システムを取り入れる

近世日本以外にも異なる時代や地域を対象とした
研究を進めていく

研究だけではなく、教育にも役立つ

日本の人名データベース

21
II. 研究テーマと方法

スライド22

授業に活用するデジタル・ヒューマニティーズ

プロセス：

情報の入手・情報の分析・情報の表現・情
報の公開

＝＞デジタル・ヒストリー

III. 教育

22
III. 教育

スライド23

院生のプロジェクト：
幕末日本におけるフランス人のネットワーク

23
III. 教育

スライド24

院生のプロジェクト：
江戸前期の日韓交流

24
III. 教育
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五
〇
〇
〇
人
ぐ
ら

い
の
人
物
が
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
入

っ
て
お
り
、
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は

六
〇
〇
〇
点
ぐ
ら

い
あ
り
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
は
会
議
、

お
見
舞
い
、
秘
密

の
内
談
、
あ
る
い

は
手
紙
交
換
と
い
う
よ
う
に
分
け
て
あ
り
ま
す
。（
ス
ラ
イ
ド
19
–
21
参
照
）

こ
の
研
究
は
教
育
の
場
で
も
役
立
て
て
い
ま
す
。
例
え
ば
今
年
の
春
学
期
に
は
大
学
院
生
に
対
し
て
幕
末
の
授
業
を
開
い
た
の
で
す

が
、
院
生
た
ち
に
は
自
分
の
テ
ー
マ
を
考
え
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
い
な
が
ら
、
自
ら
も
入
力
さ
せ
ま
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
が
デ
ジ
タ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
な
る
の
で
す
。（
ス
ラ
イ
ド
22
–
25
参
照
）

将
来
的
に
は
上
智
大
学
史
を
是
非
や
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
初
め
に
お
話
し
し
た
ロ
ー
マ
か
ら
持
っ
て
き
た
資
料
を
使
っ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
し
て
み
る
の
で
す
。
で
き
れ
ば
そ
れ
ら
の
分
析
を
来
年
の
授
業
で
行
う
予
定
で
す
。（
ス
ラ
イ
ド
26
参
照
）

私
の
話
は
こ
こ
ま
で
で
す
。
本
当
に
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
ス
ラ
イ
ド
27
参
照
）

次
は
堅
田
さ
ん
か
ら
つ
づ
き
の
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
も
う
少
し
細
か
い
話
に
な
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

スライド25

 2019年度の大学院と学部の授業に

＝＞ デジタル・ヒストリー、第二弾

１．「江戸の社会と法」

２．「上智大学史」

25
III. 教育

スライド26

ARSIと大学関係の資料を分析しながら

26
III. 教育

プロセス：

＝＞情報の入手

＝＞情報の分析

＝＞情報の表現

＝＞情報の公開

スライド27

ご清聴ありがとうございました


